
"漢 字遣 い"の 問題点

'武 部 良 明

1.考 察 の対 象

日本 語 を文字 で書 き表 す場合,仮 名 をどのよ うに用 い るか とい うこ とを

定 めたのが,"仮 名遣 い"と 呼ぱれ る準則 であ る。内閣告示 「現代 かな づ

かい」 も,そ のよ うな立場 で現代 国語 の 口語文 を仮名 で書 き表す場合 の準

則 を示 した ものである。 それな らば,漢 宇 をどの ように用 い るかとい うこ

とにつ いて も,同 じよ うな考 え方 が適用 で きな いか とい うことにな る。 こ

れ が,こ の小論 で"漢 字:遣い"と 名づ けた準則 の内容で ある。

この場合,現 代 日本語 の 口語文 は,漢 字仮 名交 じり文 び一般 で ある。 し

たがって,こ こでい う"漢 字遣い"臨 そのよ うな漢字仮名交 じり文 にお

いて漢字 をどのよ うに用 いるかの準則 を示 す もの にな る。 そ うして,そ の

揚合 の結論 を先 に述 べれ ば,"漢 字 は意味 を構成 する 単位 として用 い る}}

とい うことであ る。 この、点で"漢 字遣い"は シ"音 節 を単位 として用 い る

仮 名遣 い"の 揚合 と,全 く異な る行 き方 を してい るわけ で あ る。 そ うし

て,こ の実 態 を無視 して漢字 を学 習 しよ うとすれ ば,漢 字はいたず らに記

億 の負担 を増すだ けの ものになって しま う。漢 字 を日本語学 習の障害 と考

えるの も,こ のよ うな立場 か らの見方 である。 しかし,逆 にこの実態 が正

し く掌握 で きれば,漢 宇 は 目本語 そのものの学 習 にお け る記憶 の負担 を,

か えって軽 減す る役 割 も果 たすのである。 【`日本 語 は,漢 字 を除外 して学

習す ることが全 く不可能 だ"と 言 って も差 し支 えない くらい である。

以下・その よ うな立場 か ら,"漢 字遣 い"の 準則 を明 らか にしてみ たい

と思 う。 それ は,当 然の ことなび ら,二 つ の面 か ら成 り立っ ことにな る。
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その一っ は,ど うい う部 分 を漠字で書 くか とい うこ とで あ り,も う一っ

は,そ の部分 をど うい う漠字で書 くか とい うこ とで ある。

2・ 漢 字音読 の場合

まず,ど うい う部分 を漢字 で書 くかとい う準則 にっいて,分 か りやすい

ところか ら取 り上 げる ことにす る。 その一っ は,"漢 字 の音読 に由来す る

部 分は漢字 で書 く"と い うこ とで ある。

一般 に
,そ の漢字 の中国語 として の発音 が 日本 に伝 わって多少崩れ た も

の を,そ の漢字 の字音 とい う。「車」 とい う漢 字 を〔シャ〕と読 み,「 牛」 と

い う漢字 を〔ギュ ウ〕と読 むのが字音 で ある。 そ うして,漢 字 をそ うい う字

音 で読 む揚合 が音読 で あ り,そ うい う音読 に由来す る部分 は,漢 字で書 く

のである。 〔デンシャニノ リマス〕につ いて言 えば〔デ ンシャ〕の部 分が音 読

に由来 し,〔 ギゴウニクヲタベマス〕は〔ギ ュウニ ク〕の部分 ぶ音 読 に由来 す

る。そ うして,日 本語 を文字 で書 き表す こ とに 習熟 す る と,こ の場合 の

〔デンシヤ〕〔ギュウニク〕にっ いて,そ れぞれ漢字2字 を用 い るとい うこと

まで直感す るに至 る もので ある。

それな らば,な ぜ 〔デ ンシャ〕〔ギュ ウニク〕について,そ のよ うに直感 で

き るか とい うこ とで あるが,そ の根拠 は,音 の並 び方 がいかに も漢宇2宇

の音読 らしい とい うことで ある。そ うして,そ のこ とは・漢字 を音読す る

場合 に現れ る次のよ うな発音上 の特色 に基づ くと考 え られ るのである。

今,分 か りやすいよ うに内閣告示 「当用漢字音訓表 」 の範囲内 で考 える

こ とにす蚤 。その揚合,そ こに掲 げ られ た漢字 の字音 につ いて,そ の発音

上 の特色 とい う点 か ら分類 する と次 のよ うにな る.ま ず,そ れ らはいずれ

も1音 節 か2音 節 か ら成 り立 っている.とい うことであ る。次 に,そ の2音

節 か ら成 り立 ってい る ものの2音 節 めは,「 い ・う ・き ・く ・ち ・っ ・ん」

の7種 類 だ とい うこ とであるp

①1音 節 から成 り立っ もの

直音 ・清音(火 か目左 さ 池ち)同 ・濁音(五 ご 馬ぱ 事 じ)
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拗音 ・清音(車 しゃ 手 しゅ 書 しょ)同 ・濁音(邪 じゃ 授 蹄 女 じょ〉

②2音 節か ら成 り立 っ もの

○い(会 かい 映えい 外がの ○ う(光 こう 小しょう 牛 ぎ晒)

○ き(式 しき 域 いき 責せき〉 ○ く(育 いく 学がく 職 し耳)

○ ち(七 しち 日にち 罰ばち)○ つ(発 はっ 仏ぶっ 出しゅっ〉

○ん(安 あん 銀ぎん 純騨 ん)

実 は,漢 字 の字音 に見 られ るこのよ うな 発音上 の特色 が,〔 デ ンシャ〕〔ギ

ュウニ ク〕とい う音 の並 びについて,こ れ を漢宇2字 の音読 に由来 す る語 と

直感 させ るので ある。別 の例 で言 えぱ,〔 ダイ ガク〕は漢字2字 の音読,〔ガ

イ ニクゴ〕は漢字:3字 の音読 と直感 でき るので ある.b

た だ し,以 上 はそれぞれの漢字 の持 っ基本的 な字音 について見 たのであ

るが,実 際1こはこれ以外 の形 も現れ ている。 それは,以 上 の基本 宇音 の一

部 が前後 の關係 か ら別 の音 に変化す るこ とも起 こ る か ら で あ る。 それ ら

は,次 のよ うな場合で ある。

① 促音 にな るもの(促 音便〉

○ き →(石 器せっき 赤化せラか)○ く→(学 校がっこう 特許 とっ灘 〉

○ち →(一 回いっかい 日光にっこラ)○ っ →(雑 誌ざっし 設 計せっけの

○ う一 →(合 併がっぺい 納得なっとく)

② 濁音 ・半濁音 にな るもの(連 濁)

濁 音化(安 産 あんざん 方魚 勤がく)半 濁音化(出 発 瞬 っぱっ 雑費 ざっび

③ ナ ・マ行音 にな る もの(連 声)

ナ行音化(天 皇てんのう 因縁いんねん)マ 行音化(三 位さんみ)

1〉 音読漢宇の音の配列がこのようになっていることを,速 記の立揚で速記方式

の構成に利用したのが,大 正3年 に発表の中根式速記法(中 根正親 「中根式速記法

講解」大正5年 〉である。ただし,実 際には,例 えば 「い」 について,す べての音

節に 「い」が付くわけではない。 「い」 が付 くのはア列 ・ウ列 ・工列の音節に限ら

れていて,イ 列 ・オ列の音節には付かない。 このような字音の分布を速記方式の構

成に利用 したの瀞,安 田勝蔵 「日本速記法上に於ける漢宇音 と其の略字法則の研

究」(昭 和12年)で ある。
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ここに基本字音 にな い形 として 「○ っ」 とい う促音 の形 が現れてい る.し

たがって,漠 字 の音読で2音 節 とな る ものの2音 節 めについては1種 類増

え,「 い ・う ・き ・く ・ち ・つ ・っ ・ん」 の8種 類 と考 えるのが実際的 で

ある。っ ま り,漢 字 の音読 に由来 す る部分 には,1音 節置 きに〔イ ・ウ ・

キ ・ク ・チ ・ッ ・ッ ・ン〕のいずれ かが現れ るので ある。そ うして,漠 字仮

名交 じり文 において は,こ のよ うな音 の並び方 を区切 りとし・ それ ぞれ に

対応す る形で音読漢字 を1字 ずつ用 い るわけである。2)

このことは,仮 名が一っの音 節に対応 す るの と比 べ,一 段 と複雑で あ

る。 しか し,こ のよ うな音読漢 字1字 分 に対応 す る1音 節 ま た は2音 節

が,実 は目本 語 にお ける意 味の単位 となってい る の で あ る。 そ う して,

"漢 字遣 い"に
っいては,"漢 字 をこのよ うな意味の単位 に対応 させて用

い る"と い うのが,そ の準則 の一つ にな るのである。

3・ 同音漢字 の書 き分 け

これだけの部分 ボ音読 の漢字一字 に対応す ると い うこ とが 分か った揚

合,次 の問題 は,そ れ が どんな漢宇 に対応す るか とい うことにな る。その

場合,例 えば,五 十音順 当用漢字音訓表 のよ うな一覧表 を用 い,該 当す る

字音に どのよ うな漢宇 があるか調べ るのも一っの方 法で ある。該当す る字

音 の漢字 が見付 かった とき,そ の漢字が対 応す るに違 いないか らで ある。

例えぱ・ 〔ギ ュウニ ク〕とい う語 の場合で あるが・字音 の構成 か ら考 えて

〔ギュ ウ〕の部分 を表す音読漠字 と,〔 ニク〕の部分 を表 す音読 漢字 か ら成 り

立っこ とが分 かる。 そ うして,一 覧表で 「ぎψう」 とい う字音 を持 つ漢字

を探 す と 「牛」 があ り,「に く」 には 「肉」が ある。 したが って,〔ギ ュウニ

ク〕は 「牛肉」 と書 けばよい ので ある。五十音順 当用漢字音訓表 を見 ると,

2)こ の揚合には,1音 節だけのものについてゼ・の音節が付いていると考える

ほう茄よいかもしれない。そ うして,漢 字 を音読した場合に見 られるこのような2

音節単位が一種の リズムを整えることになり,そ れが漢字音読語に力強さを与えて

いる。漢字音読語が好まれるのも,一 つには宇音の持つこのようなリズムによるの

である。
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このよ うに該当す る漢字が1種 類 のものに・次 のよ うな崇 合が ある。

圧 域 育 牛 空 骨 座 邪 出 寸 達 突 内 肉 熱 別

・密 陸 略

;れ らの場合 には,い ずれ も同 じよ うな手段 で該 当す る漢 字 を探 し出す こ

とが可能 であ る。

しか し,実 際 閤題 として,目 .ざす字音 に当 た る漢宇 が1種 類 の ものは,

当 用漢字音訓表 だ けに限っても,50ほ ど に過 ぎない ので ある。他 の大部 分

の字音 には,次 のよ うに,同 じ字音 の漢 字 が2種 類 また はそれ以上見出せ

るのであ るo

わ_和 ・話 きょく_曲 ・局 ・極 が く_学 ・岳 ・楽 ・額

もん_文 ・門 ・紋 ・問 ・聞

こ うな ると,単 純 に字音 を頼 りに該当す る漢字 を探 し出す こ とができな く

な る。それには ど うして も別 の手順 を経 な けれ ばな らな いのである。 そ う

して,こ の揚合 に考 えられ る手順 の一っが,語 を単位 として探す とい うこ

とで ある。

例 えば,〔 ガ クモ ン〕とい う語 の揚合 に6い て考 えてみ る ことにする。 そ

うす ると,「 が く」 とい う字音 を持 つ漢 字が 斗種類,「 もん」 のほ うが5種

類 あることにな る。しか し,そ れ らの組み合 わせ で,「 力繋 もん」 と読 む音

読漢字語が20語 あ るとい うわけで はない。「が くもん」 とい う字音 の組 み

合 わせで普 通 の辞書 に載 っている語 は,「 学問」 だけであ る。 つま り,音

読漢宇の揚合 には,個 々 の字音 に当たる漢字 を探 すのではな く,そ の組 み

合 わせ に 当 たる語 を 単位 として探 す方 法 も考 えられ るので ある・ そ うし

て,「 ぎゅ うに く」 の揚合 も,こ のよ うにして探す ことによ 窮 「牛肉」 を

見出す こ とが可能 である、辞書 に載 ってい るのは,こ の場合 も 「牛 肉」 だ

けだか らである。

しか し,こ の方法 で 「でん しゃ」 とい うの を探 す とな ると,「 電車 ・殿

舎 ・伝写」 があ り,ど の 「でん しゃ」 か分 か らな くなって しま う。 したが

って,こ の三つ の 「でん しゃ」から該 当す る 「で んしゃ」 を選ぶ とな ると,
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そ こに第3の 手順 が必要 となる。 こ うい う点 では・五十音順当用漢字音訓

表に 「こ う」 とい う字音 を持つ漢宇 が62字,「 しょう」が63字 掲 げ られ て

いるこ とも問題 で ある。「こうJと 「しょ う」 の組み合わせか ら成 る漢字

音読語 に,次 のよ うな ものが見 られ るか らであ る。

こ うしょ う_.交 渉 考証 厚相 校章 口承 工商 公称 公証

公傷 行賞 高承 高唱 鉱床_

し ょ うこう._商 工 商港 焼香 将校 昇降 小康 小稿 消光 …

こ うな ると,「学問」 の よ うに,組 み合 わせ た形 か ら選ぶ とい う方 法 も効呆

がな くな って しま う。 そ うして,こ うい うときに役 に立つのが,そ の語 の

意味 を併 せ考 え るとい うことである。

例 えば,「 でん しゃ」の揚合 であるが,「 電 車」 とい うのは 「電気 によっ

て動 く車」で ある。 それ に対 し,「殿舎」とい うのは 「身分 の高 い人 が住 む

家」であ り,「 伝写」 とい うのは 「書物 を伝 えるために書 き写す こ と」であ

る。 したがって,〔 デ ン シ ャ ニ ノ リマス〕目とい うときの〔デ ンシャ〕が どの

「でん しゃ
」 か とい うことを考 えれ ば,そ れ が 「殿舎」「伝写」 でな く 「電

車」 だ とい うこ と・が明 らかにな る。そ うして,こ のよ うな〔デ ンシャ〕の意

味は,目「電」 とい う漢字 が 「でんき」 とい う意味 を表 し,「 車」 とい う漢字

が 「くるま」 とい う意味 を表す ことに基 づいて い る。 同 じことは,「 学問

(まなぴ ・とうこと)」 や 「牛肉(う しの ・に く)」 にっいても当て はまるの

であ る。

つ ま り,音 読 の漢 字で書 き表 され る語 の揚合,そ れ ぞれ の字音 を持つ漢

字 の組み合 わせだ けを考 えるのは,実 情 に合 わな いので ある。そ の語 を構

・成す る各漢 字が そり語 の意 味 を担 ってい る以上・ 特定 の字音 だけでな く・

特定 の意味 を持 っ漢 字の組 み合 わせ とな っていることを見遥 して はな らな

いのであ るc

4・ 音読漢字の組み合わせ

音読の漢字で組み立てられた語に同音語が多いとい うことは,よ く知 ら
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れてい ることで ある。 しか し,そ れ らを書 き表す漢字 まで同 じだとい うわ

けで はないので ある。 発音 が同 じで も,そ れ を書 き表す漢字が異 なれ ば,

原 則 として別 の意味の語 と考 えて よいのである。「こ うしょう」とい う語 が

幾っ あろ うと,そ れ を書 き表 す漢 宇 が異 なれ ば,そ れ ぞれ の語 の意味 が異

な るからで ある。そのため,極 端 な場合 には,rい い天気 」 を表す語 が 〔コ

ウテ ン(好 天〉〕で,「 悪 い天気 」を表す語 も同 じく〔コウテ ン(荒 天)〕だ とい

うこ とが起 こる,「 水 を入 れ る」 こ とが 〔ハイ スイ(配 水〉〕であ りなが ら,

「水 を出す」 ことも同 じく 〔ハイスイ(排 水〉〕だ とい う ことにな る。 これ が

日本語 にお ける同音語 の実情 なのである。

しか し,こ うい う揚 合,〔 コウテ ン〕とい う語 に 「い い天 気」 の意 味 と

「悪 い天気 」の意味 がある と考 える こ と は,全 く無益 である。 〔コゥテン〕

にはそのぽかに 「高天」「広天」「紅天」 があ り,「 公転」r好 転」r後 転」も

あ り,そ れ らをすべて覚 えることな ど不可能 である。実際 には・ それ ぞれ

の語 が新出 した ときに,例 えぱ〔コウテ ンニメグマ レル〕と出た ときに,「 い

い天気」 の意味 の〔コウテン〕を覚 えれば十分 である。 ただ し,そ のときに

〔コウテ ン〕とい う発音 と 「いい天気 」 とい う意味 とを直接 に結 び付 けるの

では・これ も記憶 の負担 に耐 えられ るものではな い。そ の ときには 「好天 」

とい う漢字 とrい い天気」 とい う意味 とを結 び付 けるこ とが必要 で あ り,

さ らにいえば,「 好 」 と 「いい」》「天 」 と 「てん き」 を結 び付 けることが必

要 なのである。

この場合,個 々の漢字 の担 う意味 と語全体 の意味 との関係 にっいては,

次 のよ うに考 えることが できる。

① 上 の漢字 の意味 が下 の漢字 の意味 に係 ってい く。

月末っきの・すえ 美人うっくい・・ひと 休 日やすむ・ひ

最高 もっとも・たかい 確 定たしかに・さだめる 快走 こころよく喉 しる

雷鳴かみ勧 が癒 る 前進まえ1ひすすむ 射殺 うって.ころす

平然 たいらかな商 りさま

② 下の漢宇 の意味 が上 の漢字 の意味 に係 ってい く。
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開店みせを。ひらく 乗車 くるまに・のる 有名なが働 る

多言ことばが,おおい 不動 うごか,ない 被疑 うたがわ・れる

③ 同 じ意 味の漢字 が続 く。

根本ねと、もと 貧乏まずしく・とぽしい 申告もうし・っげる

再 三ふたたび.みたび'黙 々だまって,だまって 少 々すこい すこし

④ 反対 の意味 の漢字 が続 く。・

昼夜ひると.よる 売買うっ畑,か ったり 晴雨 はれか,あめか

高低たかいか・ひくいか 安否やすらかか謄 うでないか

こうして"個 々の漢 字の意味 と全体 の意味 とを関連 させ る"こ とが,こ

の種 の漢字音読語 の学 習 に当 たって絶対 に必要 なので あ り・これ も"漢 字

遣 い"の 準則 の一 っにな るので ある。

そこで今,こ の立揚 か ら 「好天」 を見 ると,「 美人」 と同 じ構成 で 「い

い ・てんき」 になっている こと溝 分か る。 これ に対 して 「荒天」 の ほ う

は 「休 日」 と同 じ構成 で,「 あれ る ・てん き」なので ある。そ うして,こ の

よ うに記憶 すれ ば,同 じ〔コウテ ン〕が 「いい天気」 と 「悪 い天気 」 を表 し

ていて も,一 向 に気 にな らないのであ る。また,「 いい天 気」の 〔;ウ テ ン〕

を教 わったとき,そ れが 「悪 い天気」 の意味 も表す とい うことを全 く気 に

掛 ける必 要 はない。 「い い天気 」 の揚合 には 「好 」「天」 とい う二 っの漢字

と 「いい」 「てんき」 とい う意喋 とを関連 させればそれで十分 なのである。

もしも,こ のときに,他 の語 と関連 させ て学習す るほ うが効 果的だ と考 え

ても・それ はr荒 天」 と関連 させ ることにはな らない ので ある。そのと き

には 「好天」 の 「好」 につ いて 「好意」「好調」「好機」 と関連 させ,「 天」

について 「晴天」「曇 天」「雨天」 と関連 させ るほ うが効果的で ある。目

実 は・ 目本語 の学習 にお いては,〔 コウテン〕とい う特 別の状態 を表 す語

の学習 に当た 膓 「好天」 とい う漠字 を覚 えな けれ ばな らない ので ある。こ

うして,〔 デンシャ〕に対 して 「電 車」を,rギ ュウニク〕に対 して 「牛 肉」を

覚 えな けれ ばな らない と考 える と,そ の点での記憶 の負担 は相 当な もので

ある。 しか し,〔 コウテ ン〕を機 に 「好」 と 「天」 を覚 えることは,「 好意 ・
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好 調 ・好機 …」と用 い られ る重 要な意味の単位 「好」を覚 えることであ る。

同 じよ うに して 「天」 も,「 晴天 ・曇天 ・雨天_」 と用い られ る 「天」 を

覚 えることで ある。 また,こ うして覚 え るこ とによって初 めて・ 「い い天

気 」 を表す 「好天 」 とい う語 が,語 として頭 の中に定着す るのである。

5.漢 字訓読 によ る活用語

以上で"漢 字の音 読 に由来 する部分 は漢字 で書 く"と い う準則 の 内容

が,一 応 は明 らか にな ったか と思 う。 それな らば,漢 字音読 に由来す る以

外 の部分 はどうか とい うことにな る。 これ につ いては,"活 用語 は語幹 の

部 分 を訓読の漢宇 で書 く"と い う準則 を取 り上 げるこ とがで きる。3〕

一般 に,そ の漢字の中国譜 としての意味 に当 た る日本語 がその漢字 の読

み として固定 した もの を,そ の漢字 の字訓 とい う。「牛 」 とい う漢字 を〔ウ

シ〕と読 み,「車」 とい う漢字 を〔クルマ〕と読 むのが字訓 であ る。 そ うして,

漢 宇 をそ うい う字訓で読む場 合が訓読 であ り,活 用語 は語幹 の部分 をこ う

い う訓読 の漠字 によって書 くのである。 〔ギュ ウニ クヲタベマス〕につ いて

'い えぼ〔タベマス〕の〔タ〕が訓読の漢宇 で書 かれ,〔 デ ンシャニ ノ リマ ス〕は

〔ノ リマス〕の〔ノ〕が訓読 の漢字になる。 そ うして,こ れ も.日本語 を文字 で

書 き表す こ とに習熟すれ ば,こ の部分 を漢字 で書 くとい うこ とボ直感 で き

るのである。

それな らば,な ぜ 〔タベマス〕〔ノ リマ ス〕について,こ の〔タ〕〔ノ〕の部分

に漢字 の訓読 を用 いるこ とが直感で'きるか とい うことであ.る。 これについ

て は,〔 タベ〕〔ノ 虹 とい う部分の文法的性質 によ ると考 えるこ とが可能 で

あ る。

この揚合 の文法的性質 にっ いては,一 般 に活用 とい う考え方 が行 われて

い る。それ は,こ の種 の語 が他の語 と続 く揚合 に,次 のよ うな変化 をす る

ことに基 づ くものであるp

3)こ こで活用語 とい う中には,形 容詞,形 容動詞も含まれることになる。 しか

し,以 下は動詞についてのみ詳述することにする。
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たベーない たべ一ます たべ一て たべ る たべ る_と き

たべ れ_ぱ たべろ たべ_よ う

の ら一ない の り一ます の っ一て の る の る_とき

のれ→ざ のれ のろ_う

そ うして・この場合 に・送 り仮名 の付 け方 は"活 用語尾 を送 る"と い う通

則 を設 けている、すな わち,「 食べ魂 い 食 ベーます_」 乗 ら_な い 「乗 り

絵 す_」 とな る。 〔タベマス〕〔ノ リマ ス〕につ いて漢字1字 の訓読 と直感 さ

せる根拠 は,「 たべ る」「の る」 とい う語 の持つ このよ うな文法的性質 によ

るので ある。

た だし,こ こで一 っ だけ注意 してお かな けれ ばな らない ことがあ る。 そ

れは 〔タベマ ス〕を 「食 べます」,〔ノ リマ ス〕を 「乗9ま す」と書 くとして も,

「食」 を 「た」 と読 む漢字
,「 乗」 を 「の」 と読む漢字 と考 えてはな らな い

とい うことで ある。そのよ うに考 えて五十音順 当用漢字音訓表 を調べて も,

「食」「乗」 とい う漢宇 を探 し当て るこ とはで きない
。その場合 に見付 かる

のは 「田」や 「野」 である。 「食 」 とい う漢字 の字:訓は 「た」 で は な く.

「たべ る
」で あ り,「 乗」 の字訓 は 「の」でな く 「の る」 なのである。 その

ことは,字 訓 とい うのが"そ の漢字 の意味に当 たる 日本語"だ とい うこと

を考 えれ ぱ,当 然 のこ とで ある。 そ うして,五 十音順 当用漢字音訓表 にお

いて 「たべ る」 「のる」 のところに掲 げ られ てい るのが,そ れ ぞれ 「食」

「乗」 とい う漢字 なのである」

それ に もか かわ らず,実 際に漢字 を用 い るときには,「 食 べます」「乗 り

ます`の よ うに書 く。 その理 由は,送 り仮名 を字訓 の一部 と考 えるか らで

ある。すなわ ち,日 本 語の場合 には動詞 の語尾 が活用す るため,ど のよ う

な活用 形 として 用い るか を そのつ ど 明 らか にしな ければな らな い。 そ こ

で,活 用語 を漢字で書 き表す場合 に,そ の ときの活用形 を示すた め,訓 読

の終 わ りの部分 を仮 名の形 で漢字 の終 わ りに書 き加 えるよ うにな った。 そ

の揚合 の仮 名の部分 が 送 り仮 名で ある。 そ うい う経緯 か ら,「 食べ ます』

「乗9ま す』 の読 み方 を振 り仮名の形 で示 す とき には
,「食」 に 「た」,「乗」
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に 「の」 とい う仮名 を付 けることにな る。 しか し,そ れ は読 み方 を示す と

きの便宜 に過 ぎない ので あ 窮 「たJ「 の」 が 「食」 「乗 」 とい う漢字 の字

言瓢とV、うわけではな レ・ので ある。

また,「 食 」の字訓 が 「たべ る」,「乗」 の宇訓 び 「の るJだ とい うこ と

は,「 食 」「乗」 とい う漢字 の意味が それ ぞれ 「たべ る」 「の る」 だ とい う

こ とである、 そのことを基礎 にす るか ら,「食事Jが 「たべ る ・こ と」,「飲

食 」が「のんだ り ・たべた り」 にな るので ある。 また,「 柔車」が 「くるま

に ・のる」,「乗 降」 が 「のったり ・お りた り」な のであ る。漢字 はそれぞ

.れ 意 昧 を持 っていて.,.そ の漢宇を音 読 して も訓読 して も,そ の意味に変 わ,

りはないのび原則で ある。そ うして,こ のよ うな考 え方 で一貫 させるため

に も,「 食 」 の字訓 は 「たべ る』,「乗 」 の字訓 は 「のる」 と覚 えるこ とが

好都合 なのである診

6・ 実質的な意味 を表 す漢 宇

漢宇 の用 い方 に音読の場合 と訓読 の場合 とがあ ること,す でに述べ た と

お ウで ある。 そ うして,そ の揚合 の訓読漢字 の用 い方 の一 っが活用 語 にな

るので ある。当用漢字音訓表 に掲 げ られた宇訓 にっ いて見 ると,全 体 の約

4分 の3は 活用語 である。 この点か らも・ 訓読漢字 の用 い方 にっいて・ま

ず活用語 を取 り上 げる とい うことは,決 して不適当 ではな いので ある。.し

か し,訓 読漢字 の中には,活 用譜以外 の語 を表 す もの も決 して少 な くない

のであ る。

それな らば,そ うい う訓読漢宇 は どうい う場合 に用い るか とい うこ とで

あ るが,こ れ.については,次 のよ うに考え る ことがで きる。例 えば,〔 ギュ

ウニクヲタベマ ス〕の代 わ りに目〔サ カナヲタベ マス〕,〔デ ンシャニ ノリマ ス〕

の代 わ りに 〔ウマニノ リマ ス〕とい う揚合 を考 え ること にす る。 この揚合

4)実 際には活用語尾だけでなく,そ の前の音飾から送 り仮名 にす る もの もあ

る。また,活 用語以外について言えぱ,副 詞 ・接続詞にも送P仮 名解付き,名 詞の

中にも送 り仮名を伴 うものがある。しか し,こ れらは漢宇遺いというよりもむしろ

送 り仮名の問題になるので,こ こでは触れないことにする。
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の〔ギュウニク其 デ ンシャ〕び音 読の漢字 で書 かれ ることは前 に述 べた とお

りであるが,こ れが 〔サカナ〕〔ウマ〕とな って も,一 般 には漢字で書かれ る

のであ る。そ うして,そ の揚合 の 「魚」 「馬 」 とい う漢字 の用 い方 が,訓

読漢字 になるので ある。 しか し,〔 サカナヲ〕の 〔ヲ〕や 〔ウマ ニ〕の〔二〕が漢

字で書 かれ るこ とはな いGま た,〔 タベマス〕〔ノ リマス1の 〔マ ス〕が漢字 で

書かれ ることもない。っ ま り,助 詞 や助動詞 な どを漢字 で書 くこ とはな い

のであ る。7

実 は,日 本語 を文宇 で書 き表す こ とに習熟す ると,こ の場合 の 〔ギュ ウ

ニク〕〔デ ンシャ〕〔サ カナ〕〔ウマ〕な どの部分 にっ いて,.これ を漢字で書 くと.

い う二とを直感す るに至 るのである。そ うして,そ の根拠 は,こ れ らの語

が実 質的 な意味 を表 してい る とい うことで ある。 この種 の実質的な意味 を

表す部分 に対 し,〔 ヲ〕〔二〕〔マ ス〕な どは形式 的な要素 を表 す部分 とい うこ

とができ る。 同 じ考 え方 を活用 語 に適用 す ると,語 幹 の部分 が実質的な意

昧 を表 し,活 用語尾 が形式的な要素 を表 す と考 えることができ る。 そ うし

て,〔 タベマス〕〔ノ リマ ス〕を 「食 ぺます」「乗 ります」 と書 くとい うこと

は,そ のまま実質的な意味 を表す部分 を漢字 で書 き,形 式的 な要素 を表す

都分 を仮 名で書 くとい うこ とにっな がるので ある評

そ こで,こ こから も"漢 字遣 い"の 準則 を導 き出す ことがで きるわけで

ある。それは,次 のよ うに言 い表す こ とので きる準則 であ る。

○漢 字仮名交 じり文 におい ては,実 質的 な意味 を表す部分 は漢字 で書

き表 し,形 式的な要素 を表す部分 は仮名 で書 き表す。

漢字仮 名交 じり文 にお ける"漢 字遣 い'7の 準則 としては,す でに第2節 で

"漢 字 の音読 に由来 す る部分 は漢字で書 く"と し
,第5節 で``活 用 語 は語

幹の部分 を訓読 の漢字 で書 く"と した。 とれに対 し,こ こにま とめ た の

5)副 詞 ・籔続詞において最後の1音 節を送る揚合は,i舌 用語 と異なる理由が考

えられる。 それは,「 再ぴ電車に乗 ります」のよ うに1漢 宇と仮名が交互に並ぶこ

とを意図 したものであり,そ のために分かち書きをしたと伺じ効果が現れるわけで

ある。 しかし,こ こでは送 り仮名の通則を取 り上げることが目的ではないから,こ

の点についての詳説は省略する。
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は,そ れ以外 を も含 めた,よ り基本的 な準 則 と言 えるものであ るゆ

ところで,こ の場合,〔 ギュ ウニク〕〔デ ンシャ〕については音鏡 の漢字2字

を用 いる こと,す でに述 べた とお りであ る。 それ に対 し,rサ カナ〕〔クマ〕

にっいては,漢 字1字 の訓読 を用 い ることが直感 で き る に至 るのであ る。

この揚合,漢 字の訓読 を用 いることを直感 させ る根拠は,こ れが漢字 の音

読 と異な る音 の並 びになっているとい うことで ある。51ま た,漠 字1字 を

直感 させ る根拠 は,.こ れが一 つの意味単位 か らで きてい るとい うことなの

で ある。

一般 に漢字の持 っ意味に当たる日本語が字訓 とな ったわ けで あるが ,そ

の揚 合の宇訓 としては,基 本的な語 を当て ることが多か ったので ある。 そ

のために,基 本 的な語 はすべて漢字1字 の訓読で書かれ ることにもな った

ので ある。また,こ の種 の基本的な語 が実際 に何音節か ら成 るか にっい て

は,次 の数字 が参考にな ると思 う、 これは当用漢字音訓 表に送 り仮 名 を伴

わない形 で掲 げ られ た字訓 の音節数 であるが,そ れぞれの音節数 に該 当す

る宇訓 の種類 は,次 のよ うになっている。

1音 節の司II,,,812音 節 の言iI【,..3663音 節 の劃ll,,』9尋

4音 節の訓_,255音 節 の訓 …3・6音 節以上 の訓._0

っ ま り,目大部分 の字訓 は2音 節だ とい うことで ある。

したが って,〔 フユヤマ〕〔カワカ ミ〕〔ヨコガオ〕〔アシオ ト〕な どの語 は,

い ずれ も訓読漢字2字 によって書 くと考 えて よいのであ る。 〔ナ マタマブ〕

〔ムギバ タケ〕〔オオ ムカシ〕〔ヒダ リガワ〕な ども漢字2字 で書 き表 され るの

6〉 字訓の揚合にも,「あい(相)・ ゆう(夕)・ いき(息〉・いく(幾)・ はっ(初)・ お

ん(御)」 など,字 音の場合 と同 じ音の並びになるものがある。 しか し,こ れ らは該

当する種類 も少なく,む しろ例外的存在である。それならば,漢 字訓読語に見 られ

る音の並び方の特色は何かということになる・ これについては・「あか(赤)・ みぎ

(右)・ うす(臼)・ そこ(底〉」など"同 列音の連続"の 多いことが森卓明 「中根式

を基礎 としたる和語縮宇法」(昭和尋年)に 取 り上げられている。これに関連 し 「た

から〔宝)・ しきりく頻〉・つ くる(作)・ こころ(心)」 など3音 節めにラ行音の付 く組

み合わせが多いことも指摘されている。また,ラ 行で始まる粗み合わせや工列音相

互の組み合わせがほとんどないことも指摘 されている。 これ らも,漢 字の字訓に見

られる特色である。
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である。 しか し,こ の ことか らは,〔 ミギテ〕〔ノハラ〕力二漢 字2字,〔 ミ ド

リ〕〔ココロ〕が漢字1字 とい う根拠 は,導 き出せないのであ る。

実 は,こ の揚合,〔 ミ ドリ〕〔ココロ〕を漢字1字 で書 き表 すの は,こ の語

がそれぞれ一 つの意味単位 で構成 されているとい うことで ある。 〔ミギテ〕

〔ノハ ラ」を漢字2字 で書 き表す のは,こ の語が 〔ミギ ・テ〕〔ノ ・ハ ラ〕とい

う二 っの意味単位 で構成 されて いる とい うことで ある。そ うして,〔 フユ ・

ヤマ〕〔カワ ・カ ミ〕〔ナ マ ・タマ ゴ〕〔オオ ・ムカシ}が 漢字:2字 で 書 かれ る

とい うこ とも,こ れが二つ の意味単位 で構成 されてい るか らにほかな らな

いのである。

7,言 吾の意味 と漢字

これ を要す るに・漢 字 とい うのは・音読 の揚合 も訓読 の揚合 も,実 質的

な意味の語 を構成 す 母単位 となっているのである。 そ うレて,目 本 語 にお

ける漢 宇使用 の実情 が以上 のよ うである とすれ ぱ,そ4か ら昌本語の語彙

の習得法 もおのずか ら導 き出せ るのである。それは漢 字の果たす役割 が非

常 に大 きい とい うこ.とであ り,漢 字 を除外 して語彙 を増やす ことな ど全 く

不可能 だ と言 って もよいので ある。

そこで,例 えば 「車」 とい う漢字で あるが,〔 クル々〕とい う新 出語 の学

習に当 たってr車 」 とい う漢字 を習得 しなければな らない,と な ると,学

習者 にとって非常な負担 であ る。 〔クルマ〕の揚合 には 「くるま」 とい う仮

名書 きも行われてV・るのであ り,学 習者 の立場 からはこのほ うが容 易な こ

と言 うまで もない。何 のために苦労 してわざわざ 「車 」 とい う漢字 を覚 え

な ければな らないか とい う疑問 も起 こるに違 いない。 日本語 は勉強 したい

けれ ども漢宇 はな るべ く少 な くして くれ,な どとい う要求 が出 るの もこの

た めである。

しか し,「 車」 とい う漢字 は,単 独 で〔クルマ〕とい う語 を書 き表す ために

役立つ だけで はな いので ある。 それ は 〔クルマ ヨセ〕〔クルマ ガエ シ〕〔クル

マ ド〕な どの〔クルマ〕を書 き表すた めにも役 立ち,〔 ニ グ ル マ〕〔ウ シ グ ル
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マユ〔カザ グルマ〕な どの〔グルマ〕のためにも役立 っ。 そ れ と ともに 「車寄

せ」「車返 し」「車戸」,あ るいは 「荷車」 「牛車」 「風車」 と書 くこ とによ

って,〔 クルマ〕も〔グルマ〕も一っの意味単位 で あ り,し か もこの二っ が同

じ意味単位 だ とい うことも分 かるので ある。

それ だけではないのであ る。「車」 とい う漢字 は,〔 シャ〕と読 んで 〔デ ン

シャ〕〔ジ ドウシャ〕を書 き表すために も役立 ち,〔シャ ドウ〕〔シ ャコ〕のため

に も役立っ。そ うして,こ の揚合に 「電車」「自動車」「車道 」「車庫」 と書

くことによって,こ の 〔シャ〕が 「くるま」 とい う意味単位 を表す こ とが明

らかにな る。それ とともに,こ の 〔シャ〕の意味が・ 〔ホンシャ〕〔ガクシャ〕

〔キシュクシャ〕の 〔シャ〕と異 なることも明 らか にな る。後者 は 「本社」「学

者 」「寄宿舎」 と書 き,「 ～車」 とは書かないか らで ある。b

た だし,こ こで三 っだけ注意 しておかな げれ ぱな らない ことが ある。 そ

の一っは,宇 訓 が同 じであ っても漢字が異なれ ぱ,そ の意味が異な るとい

うことで ある。例 えば,「 乗 」の 「のる」で あるが,五 十音順当用漢字音訓

表 を見 ると,「 の る」 とい う字訓 を持 つ漠宇 には他 に 「載」が ある。そ の場

合,「乗」は 「人 が車 な どの上 に移 る」意 味で用 い,「載 」は 「物 が車な どの

上 に積まれた り,物 の上 に物 が置 かれ る」意 味で用い る。 この二?の 「の

る」 は,「 物 のす ぐ上 に位置 する」 とい う点 で共通 の意味 を持 ってはい る

が,「 乗」「載」 それ ぞれ の持 つ意味には細 かい違 いがあ る・そ うして,そ

の意味の違 いは,「乗車」 「同乗」や 「積載」「記載 」 とい う漢字音 読語の揚

合 にも見 られ るのである。

次 に注意 しな けれ ばな らないことは,一 つの漢 字の持 っ意味ボーっ とは

7)現 代 表 記 に お い て は,漢 字 の使 用 に制 限 が あ る た め,〔 ウ マ ニ ノ リ マ ス〕が

〔ソ リニ ノ リマ ス〕と な る と,〔 ソ リ〕は 「そ り」 と 仮名 書 き に な るgし か し・本 来 の

書 き方 に従 え ば,「 鶴 」 とい う漢 字書 き が行 われ て いた の で あ る。 ま た,〔 バ ス ニ ノ

リマ ス〕とな る と〔バ ス〕は片 仮 名 で 「パ ス」 と な る。 これ も,か つ て は 「乗 合 」 と

書 い て 「・執 」 と読 ませ て い た こ とが あ る。 そ う して・ これ らを漢 字 で書 こ う と し

た の は,す べ て`嘔 実 質 的 な意味 を麦す 部 分"だ か ら で あ る。 そ うい う点 を考 え る

と,ど の部 分 を漢 字 で 書 き,ど の部分 を 仮名 で 書 くか につ い て の準 則 は,現 代 表 記

の ほ うが か え って 複 雑 に な った と言 え る ので あ る。
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限 らない ことであ る。例 えば象r校 」 とい う漢字で あるが,こ れはr校 舎」

「高校 」な ど
,「 がっこ う」 とい う意 味で用 いる揚合 が非常 に多 い。しか し・

r校」 には 「校 正」r校 閲」な どrく らべ る(見 合わせて違い を見 る)」 意味

もある。 その揚合 にまで 「校」を 「が っこ う」の意味 に理解 し,「 学校 で正

す」r学 校で調べ る」と考 えて はな らないので ある・そ うして,こ のこ とは・

教える揚合 に も注意 しなけれ ばな らない ことで ある。一般 に教科書で は読

み替 え漢字 を新出漢字 に準 じて扱 うことが多 いが,"意 味替 え"の 場 合は

無視され ている。 しか し,漢 字 が意 味の単位 を表 して い る点 か ら考 えれ

ぱ,意 味替 えのほ うが重要 だとい うことを見逃 してはな らない ので ある。

最後 に注意 しておかなけれ ばな らない ことは,漢 字 の宇訓 がその漢字の

意味を表 してい るとして も,漢 字 には字訓 とな っていない意味 も含 まれて

い るとい うことであ る。 このことは上記 の丁校」 の揚合 に も言 えることで

あるが,「 校」 に 「まなぴや」 や 「くらべ る」 とい う字訓 は与 え られてい

ない。 これ は本来 はそ うい う宇訓 を持 っていたのであ るが,当 用漢字音訓

表 ではこの種 の古 い宇訓や 一般 に用 いない 字訓 が 除外 されている。 しか

し,字 訓 が掲 げられていな いか らとい って,そ の漢字 の持つ意味まで切 り

拾 てて しまったわ けで はないのであ る。「校舎」 「高校」の場 合 には 「がっ

こ う」 とい う意味で用 い られ,「 校 正」 「校閲」の場合 には 「くらべ る」意

珠で用 い られ てい ることを理解 しな けれ ばな らない のである。

8。 結 語

日本 語教育 の場合 にも,国 語教育 の場合 と同 じく,平 仮名 と片仮名 が初

歩 の段階 で学 習 されて いる。 そ うして,漢 字 につ いては,学 習が進むに従

って少 しずつ増や してい くとい う方針 が取 られてい る。 〔デ ンシャ〕とい う

語 にっい てい えぱ,ま ず 「でん しゃ」 と書 かれ,後 に 「電車」 とな るのが

一般で ある
。 そのために学習者 は,と か く平仮名 と片仮名 を基本的な もの

と考 え,漢 字 について は二次的な もの と考 えがちで あ る。

しか しなが ら,漢 字 が 日本語 を構成す る実質的な部分 につ き"意 味 を構
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成す る単位"と して用 い られてい る こ と,以 上 に述 べて きた とお りであ

る。漢字 は音読 して も訓読 してもその意味 は同 じであ り・前後 の関係 か ら

別 の音 に変化 して もその意味1こ変 わ 鄭 まない。そ うして,漢 字 の意 味 を単

位 として組み立てた漢字音読語は,そ の漠字 を除外 して は存在 しえない く

らい,そ の漢宇 と密接 に結 ぴ付いてい る、 この種 の語 につ いては・漢字 を

除外 してその意味 を理解す る ことは困難 であ り,漢 字 と切 り離 して記億す

ることな ど全 く不可能な ので ある。

そ うして,漢 字 が 日本語 の中の実 質的な意味 を表す部分 に大 きな役割 を

果 たしてい るとい うことは,そ のまま"漢 字遣 い"の 基本 にっな がるので

ある。すなわ ち,漢 宇 を用 い る場 合 には``そ の漢宇 の持 つ意 味を考慮 せ

よ"と い うことであ る。平仮名の ほ うは,"大 体,現 代語音 に基づ いて音節

を単位 として用 い る"と と,内 閲告示 「現代 かなづかい」の示す とお りで

ある。 これ に対 し"漢 字遣い"の ほ うは,"大 体,意 味 に基づい て意 味 を

構成す る単位 として用 いる"の で ある。 したがって,そ のよ うな漢字 を仮

名 と同 じよ うな"文 字"と 考 えるこ とは,実 情 に合 っていな いのであ る。

"漢 字遣 い"は"仮 名遣 い"と 全 く異な る準則 だとい うこ とを,十 分 に理

解 して掛 か らなけれ ばいけな マ・ので ある。

この小論 が,そ うい う立揚 で漢 字教 育 を考 える揚合 に,一 っ の指針 とな

ることを期待 する ものであ る。
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